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杉本・長谷部法律事務所
弁　護　士

弁　護　士

社会保険労務士

杉 本 雅 俊
長谷部　拓　哉
大 塚 豊 司

〒512-0082   四日市市中部14番4号
電 話（059）354－3751㈹
FAX（059）354－3827

「転ばぬ先の法律相談」として、経営問題など気軽にご相談ください

TEL（059）345-5171㈹
FAX（059）345-2334　
TEL（059）345-5170　
TEL（059）331-5522　
TEL（059）346-1261　
TEL（059）327-0123　
TEL（059）332-7215　
TEL（059）328-1515　

本　　　　　　　社　四日市市浜旭町40
　　 　 （産業燃料・潤滑油）
塩 浜 給 油 所　塩浜街道沿
橋 北 給 油 所　慈善橋・北200m
小 古 曽 給 油 所　国道1号線バイパス沿
桜 花 台 給 油 所　ミルク道路沿、桜中学南
御 在 所 給 油 所　東名阪SA下り線
セルフ四日市六名給油所　小山田記念温泉病院南東

三永産業株式会社

ひまし油の可能性を求めて ひとすじに

ひまし油製品の普及で
環境保護に貢献します

幅広い用途に使用できる
ユニークなバイオ原料

〒510-0052　四 日 市 市 末 広 町 16 番 41 号
☎059-352-5101　http://www.itoh-oilchem.co.jp/

本　社　〒510-0064  四日市市新正二丁目5番17号
　　　　TEL〈059〉351－2341　FAX〈059〉351－9820
　　　　http://www.sanesugomu.co.jp

タイヤ・トータルサービス

全国タイヤ商工協同組合連合会 加盟店
港営業所・津営業所・鈴鹿営業所・桑名営業所・用品部（本社内）

タイヤとともに半世紀以上、蓄積してきた技術と信用をバックボーンとし、
信頼できるタイヤのプロとして、あらゆるご要望にお応えいたします。

●表紙

 ★印詳細は9ページ状況により延期、中止等変更させていだだきます。
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●青年部・YEGで身につけるコミュニケーション研修（10日、24日）

●青年部正副会長会議

●正副会頭会議　★法律相談

★特許相談　★よろず・ＩＴ窓口相談

●建設部会

●青年部役員会　★総合経営相談

★事業承継相談

★貿易ビジネス相談

●三重の就職セミナー

●飛鳥Ⅱ入港（四日市港四日市地区）

●常議員会　●第2回通常議員総会

●女性部創立50周年実行委員会　●青年部・新しい時代のWebツール勉強会　
★記帳継続指導・税務相談　★労務相談

●総務・運営委員会　●第102回創業カフェ　
★不動産・会社法人登記相談

春分の日

　渋沢栄一の支援で浜町（現三滝公園一帯）に明治20年設立
された四日市製紙会社は、「全国屈指の製紙会社」と当時の新
聞で紹介されています。

商工春秋
四日市商工会議所広報　令和3年2月25日発行　

三重県四日市市浜田町13番16号
℡. 059-353-3281

https://www.e-toyo.co.jp

生活と産業にエレクトロニクス
 製品をお届けする会社

～SINCE 1956～
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特集　渋沢栄一翁と四日市　中
　　
連載
● 四日市発“ものづくり”… 有限会社　村山産業
● 応援隊発“そうぎょう”… ハードバップコーヒー

　
国の令和2年度第3次補正予算
新型コロナウイルス感染症経済対策

お知らせ…セミナー・講習会・イベント・支援等

令和3年度新入社員セミナー
専門家による定期相談
　
2021年1月・2月トピックス
四日市市新型コロナウイルス対応補助金
三重県補助金・協力金
　　

連載
● 知って得するビジネスマナー
 　コロナ禍のプレゼント
● ビジネス・ワンポイント
 　共同相続における権利承継と対抗要件

ふらっと・ぶらっと・よっかいち
● 四日市の魅力再発見シリーズ４
　 湯の山線沿線の会員さん紹介編10
あとがき



さ
ん
の
際
の
資
料
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
衛
は
富
士
製
紙
合
併
に
尽
力
し
た
後
も
静
岡
に

残
っ
て
、
静
岡
電
気
株
式
会
社
専
務
、
静
岡
鉄
道
専
務

を
歴
任
し
ま
し
た
。
故
郷
に
戻
り
、
1
9
2
5
（
大
正

14
）
年
、
四
日
市
銀
行
（
現
三
重
銀
行
）
頭
取
、
伊
勢

電
気
鉄
道
社
長
に
就
任
し
、
後
に
四
日
市
倉
庫
（
現
日

本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ 

株
式
会
社
）
社
長
と
し
て
、
静

岡
で
の
経
験
を
地
元
の
金
融
・
鉄
道
・
倉
庫
物
流
業
界

の
繁
栄
に
活
か
し
ま
す
。

　

さ
て
、
四
日
市
工
業
所
か
ら
四
日
市
製
紙
が
独
立
し

た
後
、
同
じ
く
栄
一
の
援
助
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
四

日
市
製
油
会
社
は
同
伝
記
資
料
第
15
巻
に
「
本
邦
最
初

ノ
種
油
洋
式
製
造
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
製
油
業
の
副

産
物
で
あ
る
菜
種
粕
や
大
豆
粕
は
、
四
日
市
の
肥
料
工

け
た
企
業
が
、
今
も
四
日
市
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て

い
ま
す
。　

次
号
へ
つ
づ
く

　

＊
第
一
国
立
銀
行

　

1
8
7
3（
明
治
6
）年
、
国
立
銀
行
条
例
に
基
づ
き
、

渋
沢
栄
一
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
最
古
の
銀
行
で
、

民
間
資
本
に
よ
る
民
間
経
営
の
株
式
会
社
で
発
券
機
能

等
を
有
し
て
い
た
。
条
例
に
よ
る
営
業
満
期
に
伴
い
一

般
銀
行
に
改
組
し
た
後
は
戦
中
、
戦
後
か
ら
昭
和
、
平

成
と
再
編
、
合
併
を
重
ね
、現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
に
至
る
。

　

な
お
、
第
一
国
立
銀
行
四
日
市
支
店
は
1
8
8
4

（
明
治
17
）
年
3
月
、
全
国
で
6
番
目
、
東
海
地
区
で
は

初
の
支
店
と
し
て
新
々
町
に
開
設
。
当
時
か
ら
機
能
性

高
い
四
日
市
港
に
同
地
の
将
来
性
を
見
据
え
た
出
店
と

さ
れ
る
。

業
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

製
油
会
社
は
そ
の
後
、
製
油
業
に
草
創
期
か
ら
尽
力

し
た
8
代
目
紋
七
の
生
家
九
鬼
家
が
1
9
2
0
（
大
正

9
）
年
、
そ
の
事
業
を
継
承
し
、
9
代
目
紋
七
か
ら
九

鬼
家
の
経
営
と
な
り
ま
す
。
九
鬼
家
は
地
元
財
界
や
政

界
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
名
家
と
し
て
、
四
日
市
の
経

済
発
展
を
牽
引
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
質
ご
ま
油
の
代
名
詞
と
し
て
、
そ
の
社
名
を
全
国

に
知
ら
れ
る
九
鬼
産
業
株
式
会
社
で
は
、
紋
七
の
名
が

現
在
11
代
目
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
一
の
支
援
が
四
日
市
の
産
業
勃
興
と
な
り
、
当
地

の
発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
か
ら
昭
和
、

平
成
、
令
和
へ
と
時
は
流
れ
、
産
業
構
造
は
激
変
し
ま

し
た
が
、
栄
一
と
と
も
に
郷
土
の
先
人
ら
が
道
筋
を
つ

　

日
本
資
本
主
義
の
父
と
し
て
、
設
立
や
創
業
に
関

わ
っ
た
企
業
は
5
0
0
社
に
も
上
る
渋
沢
栄
一
。
四
日

市
に
残
し
た
産
業
勃
興
の
功
績
や
地
元
実
業
家
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
前
号
（
2
月
号
）
か
ら
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

前
号
で
取
り
上
げ
た
三
重
紡
績
会
社
は
、
栄
一
の
資

金
援
助
を
受
け
て
1
8
8
6
（
明
治
19
）
年
、
近
代
工

場
と
し
て
操
業
し
、
後
に
世
界
最
大
級
と
い
わ
れ
た
東

洋
紡
績
株
式
会
社
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
同
じ
く
し
て
、
翌
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
、
三

重
紡
績
会
社
と
同
じ
浜
町
に
四
日
市
製
紙
会
社
が
、
さ

ら
に
翌
年
、
四
日
市
製
油
会
社
が
、
栄
一
や
地
元
実
業

家
ら
の
出
資
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
第
一
国
立
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
頭
取
の

　

四
日
市
製
紙
の
前
身
は
1
8
8
2
（
明
治
15
）
年
創

立
の
三
重
紙
質
製
造
所
で
、
1
8
8
6
年
四
日
市
工
業

所
と
し
て
、
菜
種
油
の
搾
油
機
械
を
導
入
し
た
製
油
業

と
兼
業
。
同
社
の
紙
質
製
造
部
を
母
体
に
、
藁
を
原
料

と
す
る
藁
パ
ル
プ
の
手
漉
き
か
ら
、
抄
紙
機
に
よ
る
機

械
漉
き
工
場
の
設
立
へ
と
、
そ
の
提
唱
は
第
一
国
立
銀

行
四
日
市
支
店
長
の
道
成
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
当
時
、
同
行
頭
取
の
栄
一
や
東
京
の
製
紙

会
社
、
京
都
の
紙
商
と
、
四
日
市
の
実
業
家
8
代
目
九

鬼
紋
七
の
出
資
で
設
立
が
実
現
。
日
本
の
洋
紙
産
業
の

開
始
に
関
わ
り
、
王
子
製
紙
の
創
業
者
で
も
あ
る
栄
一

は
、
王
子
製
紙
の
大
平
平
三
郎
に
四
日
市
製
紙
会
社
の

技
術
指
導
を
依
頼
し
、
栄
一
の
見
込
み
通
り
、
徐
々
に

生
産
が
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
。

　

水
力
利
用
と
パ
ル
プ
材
入
手
に
地
の
利
の
あ
っ
た
静

岡
県
芝
川
町
（
現
富
士
宮
市
）
で
新
工
場
の
建
設
を
始

め
た
矢
先
の
1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
、
四
日
市
の
本

社
工
場
の
火
災
焼
失
に
よ
り
、
浜
町
に
本
社
機
能
を
残

し
、
生
産
拠
点
を
全
面
、
芝
川
工
場
へ
移
し
ま
し
た
。

　

1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
に
富
士
製
紙
（
後
に
王
子

製
紙
㈱
と
合
併
）
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
約
32
年
間
、
四

日
市
製
紙
会
社
は
存
続
し
、
そ
の
間
、
四
日
市
出
身
の

同
社
取
締
役
・
熊
沢
一
衛
や
九
鬼
紋
七
ら
が
四
日
市
と

芝
川
工
場
を
何
度
も
往
復
し
て
い
た
と
、
三
重
県
史
編

栄
一
と
地
元
実
業
家
と
の
パ
イ
プ
役
は
、
同
行
四
日
市

支
店
長
の
八
巻
道
成
が
担
い
ま
し
た
。

　

道
成
の
呼
び
掛
け
で
、
在
泗
の
各
銀
行
支
店
長
や
地

元
経
済
人
ら
で
発
足
し
た
「
四
日
市
ク
ラ
ブ
（
後
の
十

二
日
会
）」
が
中
心
に
な
っ
て
、
当
所
の
前
身
「
四
日

市
商
業
会
議
所
」
も
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
誕
生

し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
の
後
の
四
日
市
の
発
展
に
つ
な
が
っ

た
産
業
の
勃
興
と
、
そ
の
要
と
な
っ
た
先
人
ら
に
焦
点

を
絞
っ
て
み
ま
す
。

　　

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
11
巻
に
は
、
四
日
市
で
栄
一

の
援
護
を
受
け
た
会
社
に
、
四
日
市
製
紙
会
社
、
四
日

市
製
油
会
社
の
名
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

̶

前
者
は
明
治
十
九
年
設
立
し
た
る
四
日
市
工
業
会

社
よ
り
分
離
し
、
明
治
二
十
年
十
二
月
設
立
し
た
る
も

の
に
て
、
漸
次
発
展
し
資
本
金
二
百
五
十
万
円
に
達
し

て
全
国
屈
指
の
製
紙
会
社
と
な
れ
る
が
、
本
会
社
の
今

日
あ
る
、
蓋
し
男
爵
（
栄
一
）
の
負
う
所
大
な
る

̶

と
、

勢
州
毎
日
新
聞
掲
載
記
事
の
一
部
が
同
11
巻
に
確
認
で

き
ま
す
。

縁
―
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　 

　
製
紙
業
と
製
油
業

特
集

上は四日市製紙会社、下は四日市製油会社

渋
沢
栄
一
翁
と
四
日
市  

中

日
本
の
産
業
勃
興
を
先
導 渋沢栄一

1840（天保11）年－1931（昭和6）年

８代目 九鬼紋七
1866（慶応2）年－1928（昭和3）年

熊沢一衛
1877（明治10）年－1940（昭和15）年

参考文献
渋沢栄一伝記資料第11巻・15巻（渋沢栄一伝記資料刊行会発行）
四日市市史第18巻（四日市市発行）
四日市商工会議所百年史（当所発行）
続・よっかいち歴史浪漫紀行　時代を生きた群像の軌跡（当所発行）
三重県史編さんグループ資料

四日市製紙会社、四日市製油会社の写真はいずれも四日市市史18巻から
渋沢栄一、8代目九鬼紋七写真は当所資料から、熊沢一衛写真は大樹育
つ百年（四日市市発行）から
北野保氏（日本考古学協会会員）協力
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☎059－351－0110

★レンタルプラン 月々6,800円～
※詳細については下記連絡先にお問い合わせください

会員企業の紹介

　

一
本
釣
り
さ
れ
た
巨
大
マ
グ
ロ
は
多

く
の
人
を
魅
了
す
る
。
そ
の
巨
体
に
引

っ
か
け
て
主
役
を
海
か
ら
引
き
上
げ
る

魚
鉤
は
ま
さ
に
、
縁
の
下
の
力
持
ち
。

　
「
道
具
や
で
な
」
と
落
ち
着
い
て
口
を

開
く
の
は
、
取
締
役
社
長
の
村
山
正
明

氏（
73
歳
）。
大
間
の
マ
グ
ロ
が
ニ
ュ
ー

ス
に
な
る
と
「
あ
ん
た
と
こ
の
や
な
」

と
業
界
筋
か
ら
電
話
が
入
る
と
い
う
。

　

四
日
市
出
身
で
高
校
卒
業
後
、
大
阪

の
貿
易
会
社
勤
務
を
経
て
、
ふ
る
さ
と

の
漁
具
メ
ー
カ
ー
へ
。
営
業
で
日
本
各

地
の
漁
場
を
訪
ね
漁
師
の
声
も
聞
い
て

歩
い
た
。
製
造
工
程
か
ら
漁
具
を
知
り

尽
く
し
、
各
地
の
漁
具
問
屋
や
漁
協
と

の
つ
な
が
り
も
築
い
た
。

　

昭
和
49
（
1
9
7
4
）
年
、
自
ず
と

職
人
と
な
っ
て
、
漁
師
が
求
め
る
漁
具

を
つ
く
る
会
社
を
起
こ
し
た
。
寡
黙
で

職
人
気
質
の
義
弟
や
若
手
ら
と
漁
場
の

需
要
に
応
え
、
手
狭
に
な
っ
た
作
業
場

を
尾
平
か
ら
菰
野
町
へ
移
し
た
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
の
角
材
や
丸
材
を
機
械

で
自
在
に
加
工
、
成
形
し
て
、
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
で
微
調
整
し
て
、
職
人
が
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
る
。

　

魚
種
や
魚
の
大
小
に
合
わ
せ
て
サ
イ

ズ
の
違
う
魚
鉤
や
、
玉
網
、
ま
き
網
用

金
具
か
ら
ア
ン
カ
ー
ま
で
、
船
上
で
漁

師
が
必
要
と
す
る
道
具
を
作
り
続
け
る
。

　

40
年
前
と
比
較
し
て
国
内
の
漁
師
は

10
分
の
1
に
な
っ
た
と
い
う
。
漁
師
の

数
に
比
例
す
る
よ
う
に
各
地
の
同
業
者

も
高
齢
化
で
軒
並
み
廃
業
し
て
い
く
。

　
「
す
き
ま
産
業
や
か
ら
な
。
漁
は
な

く
な
ら
ん
か
ら
、
漁
具
も
要
る
。
そ
れ

で
う
ち
に
注
文
を
入
れ
て
く
れ
る
。
需

要
が
あ
る
限
り
、
続
け
た
い
し
、
生
涯
、

現
役
が
え
え
な
」
と
、
ポ
ツ
リ
。

　

こ
だ
わ
り
も
、
気
構
え
も
な
に
も
な

い
と
首
を
振
る
。「
仕
事
や
か
ら
、
目

の
前
の
こ
と
を
や
る
だ
け
、
こ
つ
こ
つ

と
。
そ
れ
で
家
族
が
養
え
て
、
よ
か
っ

た
と
思
う
」。
一
瞬
、
表
情
を
緩
め
た
。

日
々
、
仕
事
を
こ
な
し
生
涯
、
現
役
で
あ
り
た
い 〒512-0921　四日市市尾平町2646番地

☎059（332）6551
ステンレス製漁具、船具の製造

〒510-0064　四日市市新正2-15-6
☎059（340）7708　
営業時間12時－18時、コーヒー豆の販売は11時から、木曜定休
https://www.instagram.com/hard_bop_coffee
https://hardbopcoffee.stores.jpから購入できる

　

中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
産
の
品
種
ジ
ャ
バ

ニ
カ
を
「
奇
跡
の
シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ー
ヒ

ー
」
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
。
市

場
に
出
る
こ
と
な
く
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
豆
に
現
地
コ
ー
ヒ
ー
農
場
が
目

を
留
め
、
7
年
も
か
け
て
コ
ー
ヒ
ー
通

を
唸
ら
せ
る
豆
に
仕
上
げ
た
。

　

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
ま
つ
わ
る
物
語

や
、
味
、
香
り
を
S
N
S
で
日
々
、
発

信
す
る
の
は
鈴
鹿
市
出
身
の
店
主
・
岡

野
康
司
氏（
42
歳
）。
コ
ー
ヒ
ー
好
き
の

祖
父
の
影
響
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
の
あ
る
風
景
が
日
常
だ
っ
た
。

　

上
京
し
て
コ
ー
ヒ
ー
と
豆
の
専
門
店

で
15
年
近
く
勤
め
た
。
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
、
ア
ジ
ア
な
ど
の
産
地
や
農
場
、

商
社
と
ス
ペ
イ
ン
語
や
英
語
を
使
い
分

け
て
情
報
交
換
し
た
。
豆
そ
れ
ぞ
れ
で

違
う
味
わ
い
を
引
き
出
す
焙
煎
と
、
一

杯
に
心
を
込
め
て
淹
れ
る
ハ
ン
ド
ド
リ

ッ
プ
を
経
験
と
五
感
で
身
に
着
け
た
。

ふ
る
さ
と
へ
戻
る
時
を
迎
え
た
。

　

開
業
に
際
し
て
、
金
融
機
関
の
勧
め

で
、
当
所
に
経
営
指
導
員
を
訪
ね
た
。

融
資
を
含
む
開
業
に
必
要
な
創
業
計
画

書
の
作
成
法
や
申
請
書
の
書
き
方
な
ど

指
導
を
受
け
、
開
業
を
果
た
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
苦
境
も
、
S
N
S
の
発

信
が
功
を
奏
し
、
全
国
の
コ
ー
ヒ
ー
好

き
が
反
応
。
通
信
販
売
を
導
入
す
る
と

ネ
ッ
ト
注
文
が
堅
調
で
、
そ
の
味
と
香

り
を
求
め
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
焙
煎
前
に
不
良

豆
を
取
り
除
く
手
間
暇
を
惜
し
ま
な
い
。

よ
り
香
り
高
く
、
深
い
味
わ
い
の
一
杯

の
た
め
全
体
の
2
割
を
不
良
豆
と
し
て

捨
て
て
し
ま
い
、
選
り
す
ぐ
り
だ
け
を

焙
煎
し
て
い
る
。「
こ
こ
ま
で
、
こ
だ

わ
る
の
は
う
ち
だ
け
」
と
胸
を
張
る
。

　

店
内
で
は
直
火
焙
煎
機
を
手
回
し
し

て
、
産
地
や
季
節
に
よ
っ
て
水
分
量
の

違
う
豆
の
頃
合
い
に
一
心
。
香
り
と
味

と
、
豆
の
産
地
や
現
地
の
文
化
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
穏
や
か
に
語
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
ひ
と
つ
の
文
化
と
し
て
発
信
し
た
い

●四日市発“ものづくり” 
　海の潮にも錆びにくいステンレス製漁具ひとすじ、やがて半世紀。注文を受けて手
作りする逸品は職人の心意気でキラリ輝く。日本の食を支える漁はこのひと手間から。

有限会社　村山産業

●応援隊発“そうぎょう” 
　焙煎の香ばしい匂い、ドリップの芳しい香り。お気に入りのフレグランスをまとったよう
な気分になれるコーヒー専門店が、町の一角にできて2年。1人また1人、ドアを開ける。

上は丹精込める職人、下は漁具の数々

左上から時計回りに、岡野氏、直火焙煎、店内、外観

ハードバップコーヒー

国の令和2年度第3次補正予算
新型コロナウイルス感染症経済対策

（経済産業省の主な事業を抜粋）

　中小企業等事業再構築促進事業
新分野展開や事業転換、事業・業種転換等の取組、事業再編または、これら取組を通じた規模の拡大等を目指す企業・団体
等の新たな挑戦を支援
対　象　①申請前の直近6か月間のうち、任意の3か月の合計売上高が、コロナ以前の同3か月の合計売上高と比べて10％以

上減少している中小企業等②事業計画を認定支援機関や金融機関と策定し、一体となって事業再構築に取り組む
中小企業等③補助事業終了後3～5年で、付加価値額の年率平均3.0％（1部5.0％）以上追加または、従業員一人当た
り付加価値額の年率平均3.0％（一部5.0％）以上増加の達成

補助額　中小企業（通常枠）　　　　　　100万円以上6,000万円以下、補助率2／ 3
　　　　中小企業（卒業枠400社限定）　　6,000万円以上1億円以下、　補助率2／ 3
　　　　中堅企業（通常枠）　　　　　　100万円以上8,000万円以下、補助率1／ 2（4,000万円超は1／ 3）
　　　　中堅企業（グローバルV字回復枠100社限定）　8,000万円以上1億円以下、補助率1／
　　緊急事態宣言特別枠
対　象　上記①～③に加え、緊急事態宣言に伴う飲食店の時短要請や不要不急の外出・移動の自粛等により影響を受け、

令和3年1月～3月のいずれかで月の売上高が対前年または前々年同月比30％以上減少していること
補助額　従業員5人以下　100万円～500万円／従業員6～20人　100万円～1,000万円
　　　　従業員21人以上　100万円～1,500万円、補助率は中小企業3／ 4、中堅企業2／ 3

　小規模事業者持続化補助金（一般型）
小規模事業者が経営計画を作成して取り組む販路開拓等に要する費用の一部を補助
要　件　経営計画に基づき販路開拓の取り組み等を行う小規模事業者※経営計画や販路開拓等の補助事業計画を外部有識

者が審査して選定
補助額　原則50万円、補助率2／ 3（市区町村による創業支援等事業の支援を受けた事業者は100万円に引き上げ）・共同申

請可　1者あたり補助上限額×事業者、ただし上限500万円

　小規模事業者持続化補助金（低感染リスク型ビジネス型）
ポストコロナの状況に対応したビジネスモデルへの転換に向けた中小企業等の取り組み等に要する費用の一部を補助
要　件　経営計画を作成し、ポストコロナを踏まえた新たなビジネスやサービス、生産プロセスの導入等の取り組み等を

行う小規模事業者※経営計画や販路開拓等の補助事業計画を外部有識者が審査して選定　
補助額　上限100万円、補助率3／ 4

　Go To商店街事業
3密対策等の感染拡大防止対策を徹底し、ウィズコロナの状況に対応していくために商店街等が行うオンライン活用事業、
新たな商材開発やプロモーション制作など、「地元」や「商店街」の良さを再認識するきっかけとなる取組を支援
要　件　商店街等、中小小売業・サービス業のグループ等※商店街、飲食店街、温泉組合等
補助額　1者による単独申請　1申請あたり300万円上限（200万円まで定額、200万円超の部分は自己負担1／ 2）
　　　　2者連携による申請　1申請あたり700万円上限（300万円まで定額、300万円超の部分は自己負担1／ 2）
　　　　3者以上の連携申請　1申請あたり950万円上限（500万円まで定額、500万円超の部分は自己負担1／ 2）

以上は2月10日現在作成のため、いずれも申請や手続きに関する詳細は後日公表となります。
当所では決定次第、当所ホームページでお知らせします。問い合わせは当所経営支援課＝☎059（352）8290へ
補正額に関する詳細は経済産業省ホームページで確認できます。 経済産業省

ホームページ



■集合型研修
日　時　Ａコース：4月6日（火）／Ｂコース：4月9日（金）
　　　　いずれも10：00 ～ 16：30
定　員　各コース60人
会　場　当所1階ホール（四日市市諏訪町2－5）
受講料　当所会員企業：1人3,000円／非会員企業：1人5,000円
　　　　いずれも税込
講　師　㈱オフィス・ワン・ツー・テン　向原千草氏
内　容　①社会人の心構え  ②効率的な仕事をするために
　　　　③ビジネスマナーの基本  ④職場でのコミュニケーション
　　　　⑤接客応対マナー  ⑥電話応対マナー
　　　　⑦今後の目標設定
注　意　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、会場

内でのマスク着用・手指のアルコール消毒と検温・共
有部分の消毒と消毒用アルコールの設置・適切な間隔
を徹底して開催します。ご理解ご協力お願いします。

■オンライン研修
日　時　Ｃコース：4月7日（水）／Ｄコース：4月13日（火）
　　　　いずれも10：00 ～ 16：30
定　員　各コース50人
会　場　Zoomを使用した双方向、オンラインで各自研修
受講料　当所会員企業：1人3,000円／非会員企業：1人5,000円
　　　　いずれも税込
講　師　㈱Will Staff　枝光 悠氏
内　容　①社会人としてのスタート  ②第一印象の重要性
　　　　③言葉遣いの基本  ④基本的な態度と動作
　　　　⑤電話応対の基本とマナー  ⑥職場でのマナー
注　意　原則、カメラとマイクを準備の上、参加ください。スマ

ートフォン、タブレットでの受講も可能です。複数で参加
の場合、1端末で受講可能ですが、受講料は人数に
応じて発生します。当日の参加URL、IDとパスコードは、
前日までにメールでお知らせします。

（9） （8）

（本　社）四日市市稲葉町２-７  〒５１０－００４１
TEL（０５９）３５１－１４１１　FAX（０５９）３５１－９７８２

（系列会社）デジコ総合管理㈱
四日市市三栄町1-14 駅前マンション102号

URL http://www.ishii-nensho.co.jp/

●クリーンエネルギー LPガス
●ガス機器（温水床暖房、浴室暖房、他）
●住宅設備機器、リフォーム
●太陽光発電
●ミネラルウォーター宅配

佐 藤 勝 教

有限
会社

４００ｔ迄保有！
クレーン作業
機械・機器設置
重量物運搬

▶
▶
▶
▶

有限会社
本 社 事 務 所
　 　 　 　 　

鈴 鹿 営 業 所

〒510-0872  三重県四日市市内堀町180番地
Tel 059-349-2255　Fax 059-349-2256
Tel 059-347-1518　Fax 059-347-1603
〒513-0013  三重県鈴鹿市国分町1048-1

起重機のことなら…

当所ホームページ　http://www.yokkaichi-cci.or.jp
■経 営 支 援 課　☎059（352）8290 ／ FAX059（355）0728
■商 工 振 興 課　☎059（352）8194 ／ FAX059（355）0728

■会員サービス課　☎059（352）8193 ／ FAX059（354）3737
■総 　 務 　 課　☎059（352）8192 ／ FAX059（354）3737

お知らせお知らせ

◆相談は会員無料（事業外は一部有料）、非会員は※1、2、3を除く6相談は、30分5,000円（消費税別）いただきます。
◆経営安定特別相談室（経営危機の際の各種相談）を開設しております。お気軽におたずねください。
◆申し込みは相談日前々日迄に、経営支援課 ☎059（352）8290へ ※新型コロナウイルス感染拡大の影響から、イベント・セミナー等は急遽、変更・中止となる場合があります。あらかじめご了承願います。

相　談　事　項 日　　時 専門指導員／相談員 相談内容（例）

法 律 相 談  8日㈪ 13：30～ 弁 護 士　杉 本 雅 俊 ＊契約上の留意点・取引上のトラブル
＊売掛金回収等における法的措置 等

不動産・会社法人登記相談  5日㈮ 10：00～ 司 法 書 士　石 川 秀 策 ＊会社・その他の法人設立の際の手続き、メリット・デメリット 等
＊不動産相談全般（事業上のご相談に限ります）

 3日㈬ 13：00～

19日㈮ 14：30～
ご希望の日時で相談可能
※ご希望日1週間前までに要予約

税 理 士　渡 邉 洋 二 ＊現金出納帳等のつけ方から、決算・申告の仕方の指導 等

貿 易 ビ ジ ネ ス 相 談
ジェトロ三重貿易情報センター

＊海外展開に関する検討と準備項目、ジェトロ等公的機関の活用、
英文会計の英語　＊海外取引等における留意点
＊輸出入貿易の進め方　＊英文商品売買契約書作成の留意点、
その他各種英文契約書等の紹介 等

特 許 相 談 10日㈬ 13：30～ 弁 理 士　小 林 宜 延 ＊特許、実用新案、意匠等に関する出願、請求、その他の手続き 等

労 務 相 談  3日㈬ 13：30～ 社会保険労務士　若 林 正 清 ＊就業規則等の策定、人事・賃金問題 等

＊事業承継に関する相談全般

総 合 経 営 相 談 16日㈫ 13：30～ ㈱企業経営管理センター ＊創業に係る経営全般、新分野への進出
＊経営に係る相談全般 等

事 業 承 継 相 談 18日㈭ 13：30～ 三重県産業支援センター事業引継ぎ支援センター

よろず・ＩＴ窓口相談 10日㈬ 13：30～ 三重県産業支援センターよろず支援拠点 ＊経営に係る相談全般 等　＊ホームページへの集客、ネットショップ
ＩＴ導入 等　＊ＩＴにまつわる相談

記帳継続指導・税務相談

（※1）

貿 易 ビ ジ ネ ス 相 談
（ オ ン ラ イ ン ）（※1）

（※2）

（※3）

3 月 専門家による定期相談のお知らせ 会場：当所2階相談室

　当所は、今春の新入社員および、それに準ずる若手社員を対象に、社会人の心構えやビジネスマナーに関するセミナーを
開催します。社員研修の一環として活用ください。

申込は、当所ホームぺージから申込用エクセルシートをダウンロードし、必要事項を記入してファクス059（355）0728 または、
Eメール：info＠mie-snavi.netで3月5日（金）までに申し込みください。受講料については申込受付後、別途、お知らせします。
なお、先着順で受け付けますので、各コース定員に達し次第、締め切りとします。あらかじめご了承ください。
問い合わせは当所商工振興課＝☎059（352）8194へ。

令和３年度新入社員セミナー

　事業経営に必須となる労働保険・社会
保険等に関する基礎知識や留意点につ
いて学べます。受講無料
日時　3／5（金）18：30～20：30
会場　当所1階ホール／Zoomによる

オンライン受講できます。
講師　さくら経営支援室代表　特定社

会保険労務士・中小企業診断士
　　　加藤健一郎氏
申込　右記コードから
　　　申し込みください。

　大学・短大・専門学校等を2022年3月
に卒業予定の学生や30代半ばまでの若
年就職希望者を対象に、合同企業説明会
を開催します。桑名・亀山両商工会議所
と共催
日時　3／23（火）13：00～17：00
会場　四日市市文化会館
内容　三重県内で採用予定の企業約90

社が出展します。
※会場は各ブースに飛沫防止シートを設置、来
場の際は検温と手指消毒、マスク着用をお願
いします。参加予約制のため、詳細は三重就
職NAVIホームページでご確認ください。

　横浜港発着の駿河・四日市クルーズの
一環で、四日市港四日市地区（千歳町）へ
入港します。
日時　3／25（木）8：00～17：00
場所　第3埠頭15号岸壁
※岸壁から見学できます（入場規制あり）。
クルーズファンクラブのスタンプ押印
は8：00から岸壁で実施します。
　詳細は四日市港客船誘致協議会ホー

国内クルーズ船
飛鳥Ⅱ入港

第102回創業カフェ
人事労務管理の基礎知識

令和3年
第1回三重の就職セミナー

通勤や職場で利用できる支援事業を実
施しています。
対象　四日市市在住で、市から重度訪

問介護、同行援護、行動援護を受
け、週の所定労働時間が10時間
以上の人または、当該事業を利
用して10時間以上になることが
見込まれる人

※支援の詳細や申請は四日市市障害福
祉課＝☎059（354）8527へ

　令和3年4／1から改正高年齢者雇用
安定法が施行され、70歳までの就業確
保措置（下記①～⑤のいずれか）を講じ
ることが「努力義務」となります。
対象　65歳以上70歳未満定年を定めて

いる事業主／65歳まで継続雇用
制度を導入している事業主

措置　①70歳へ定年引上げ②定年制廃
止③70歳まで継続雇用制度導入
④70歳まで継続的に業務委託契
約制度導入⑤70歳まで継続的に
事業主が実施する社会貢献事業
または、事業主が委託、出資する
団体の社会貢献事業に従事でき
る制度の導入

※定年制度、継続雇用制度の見直しのた
めの「65歳超雇用継続助成金」があり
ます。
※施行に伴い、再就職援助措置や多数離
職届等の対象も追加されます。ご注意
ください。
■改正法や高年齢者就業確保措置に関
する詳細は、https://www.mhlw.
go.jp/kouseiroudoushou/shozai
annai/roudoukyoku/index.html
か、最寄の労働局・ハローワークへ確
認ください。

■65歳超雇用推進プランナー等派遣に
よる相談、援助はhttp://www.jeed.
or.jp/jeed/location/loc01.htmlへ。

ムページでご確認ください。

　消費税転換対策特別措置法が令和3年
3／31で失効となることから4／1から
税込価格の表示（総額表示）が必要にな
ります。
　店頭の値札・棚札などのほか、チラシ、
カタログ、広告など、あらゆる表示媒体で
も税込価格（総額）表示の対象となります。
※総額表示に関する詳細は財務省ホーム
ページ「消費税の総額表示
義務と転嫁対策に関する資
料」ページで確認ください。

　四日市人権啓発企業連絡会には現在、
約100社が参加して、企業の立場からあ
らゆる差別を無くすため、相互に連携し
て人権問題に対する正しい理解と認識を
深めるため活動しています。
加入資格　四日市市内に事業所があり、

本会目的に賛同する企業
年 会 費　6,000円
活動概要　総会・幹事会／全体研修会（総

会時）・人権研修リーダー養
成講座・人権問題基礎講座・
経営者向けトップ研修会／
人権週間事業への参加など

※入会や問い合わせは同連絡会事務局
（四日市市商工課内）＝☎059（354）
8417、ファクス059（354）8307、
E-mail:syoukou@city.yokkaichi.mie.jp

　四日市市は、障害者雇用納付金制度に
基づく助成金を活用している企業に対し
て、重度障害者等の雇用継続に向けて、

四日市人権啓発企業連絡会へ
参加しませんか

重度障害者等
就労支援特別事業

高年齢者就業
確保措置について

税込価格（総額）表示について
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四
日
市
港
霞
ケ
浦
地
区
北
埠
頭
の
整
備

を
進
め
る
会
（
会
長
・
種
橋
潤
治
当
所
会

頭
）
は
、
新
た
な
コ
ン
テ
ナ
耐
震
強
化
岸

壁
の
新
規
事
業
化
を
求
め
て
、
国
土
交
通

省
や
財
務
省
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。
当
所
の
種
橋
会
長
と
小
林

長
久
副
会
長
に
加
え
、
同
会
名
誉
会
長
の

鈴
木
英
敬
知
事
、
同
港
管
理
組
合
や
同
港

利
用
企
業
と
し
て
住
友
電
装
㈱
、
本
田
技

研
工
業
㈱
の
各
所
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
、
国
交
省
の
髙
田
昌
行
港
湾
局
長

や
財
務
省
の
伊
藤
渉
副
大
臣
ら
と
面
談
。

種
橋
会
長
は
周
辺
道
路
整
備
に
よ
る
外
貿

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
増
加
を
背
景
に
コ
ン
テ

ナ
船
の
大
型
化
へ
の
対
応
や
、
大
規
模
災

害
に
備
え
る
観
点
か
ら
耐
震
強
化
岸
壁
整

備
の
必
要
性
を
説
明
し
た
。
髙
田
港
湾
局

長
は
「
新
た
な
岸
壁
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
元
の
熱

意
と
期
待
に
添
え
る
よ
う
尽
力
し
た
い
」

と
答
え
た
。

オンラインで要望する種橋会長（中）、小林副会長（左）=当所で

四
日
市
港
霞
ケ
浦
地
区

北
埠
頭
81
号
岸
壁
新
規
事
業
化
を

　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
要
望

四
日
市
港
霞
ケ
浦
地
区

北
埠
頭
81
号
岸
壁
新
規
事
業
化
を

　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
要
望
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宮
﨑
由
太
会
長
は
じ
め
23
人
（
事
務
局

含
む
）
が
出
席
。
宮
﨑
会
長
と
伊
藤
嘉
泰

専
務
理
事
が
当
所
会
議
室
か
ら
19
人
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
会
員
入
会
や
Y

E
G
で
身
に
つ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
、
新
し
い
時
代
の
W
e
b
ツ
ー
ル

勉
強
会
、
10
周
年
特
別
委
員
会
の
決
算
に

つ
い
て
審
議
、
今

後
の
予
定
な
ど
報

告
し
た
。
同
役
員

会
の
W
e
b
開
催

は
初
め
て
。
今
後

の
研
修
や
勉
強
会

開
催
も
W
e
b
で

実
施
し
て
い
く
予

定
。

　

四
日
市
港
利
用
促
進
協
議
会
（
小
林
長

久
会
長
）
主
催
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
都
ホ

テ
ル
四
日
市
を
会
場
に
受
講
者
2
1
6
人

へ
W
e
b
で
同
時
配
信
。
同
協
議
会
専
務

理
事
で
同
港
管
理
組
合
副
管
理
者
の
嶋
田

宜
浩
氏
が
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

同
港
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
や
令
和
3

年
度
拡
充
予
定
の
荷
主
企
業
向
け
補
助
制

度
な
ど
四
日
市
港
の
利
用
メ
リ
ッ
ト
を
強

調
。
名
古
屋
外
国
語
大
学
教
授
で
元
日
本

青
年
部
役
員
会

　
　
　
W
E
B
開
催

青
年
部
役
員
会

　
　
　
W
E
B
開
催

1/19

貿
易
振
興
機
構
北
京
事
務
所
次
長
を
務
め

た
真
家
陽
一
氏
が
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
た
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
」
と
題
し

て
講
演
。
中
国
経
済
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

新
大
統
領
が
就
任
し
た
米
国
と
の
関
係
や

コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
対
中
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略
の
再
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編
等
を
観
点
に
、
中

国
政
府
の
考
え
方
か
ら
日
系
企
業
の
最
新

動
向
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
四
日

市
港
セ
ミ
ナ
ー
は
、
船
会
社
や
荷
主
企
業

等
に
同
港
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
平
成
4

年
度
か
ら
四
日
市
、
東
京
、
大
阪
、
海
外

等
で
開

催
し
て

き
た
。

　

四
日
市
看
護

医
療
大
学
産
業

看
護
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
の
公

開
講
座
と
し
て

当
所
共
催
で
開

催
。
同
大
看
護

医
療
学
部
臨
床

検
査
学
科
准
教

授
で
医
師
の
山
口
央
輝
氏
が
「
企
業
が
お

こ
な
う
べ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
」
と
題
し
て
講
演
。
当
所
ホ
ー
ル

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配
信
し
た
。
山

口
氏
は
、
更
衣
室
・
休
憩
室
・
食
堂
・
喫

煙
室
な
ど
を
職
場
で
問
題
と
な
り
や
す
い

場
所
と
し
て
挙
げ
、
滞
在
や
利
用
時
間
、

席
配
置
の
工
夫
を
促
し
た
。
職
場
の
感
染

者
発
生
ゼ
ロ
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
ク

ラ
ス
タ
ー
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
、
感

染
し
た
人
が
安
心
し
て
職
場
復
帰
で
き
る

こ
と
な
ど
を
目
標
に
再
定
義
す
べ
き
と
し

た
。
飛
沫
を
減
少
さ
せ
る
マ
ス
ク
に
つ
い

て
、
マ
ス
ク
着
用
は
他
者
を
感
染
さ
せ
な

い
よ
う
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
分
自

身
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と

強
調
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を
基
に
「
可
能
な

限
り
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
」
と
呼
び
掛
け

た
。
会
場
で
は
8
人
が
受
講
し
、
約
50
人

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
た
。

　

創
業
を
目
指
す
人
や
創
業
後
間
も
な
い

人
を
対
象
に
、
開
業
や
経
営
の
コ
ツ
を
専

門
家
か
ら
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
5
月
に
第
1
回
を
開
催
。

以
来
、
原
則
毎
月
第
一
金
曜
夜
に
継
続
開

催
し
、
節
目
の
第
1
0
0
回
を
迎
え
た
1

月
15
日
は「
女
性
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
㈱
O
f
f
i
c
e

A
u
b
e
代
表
取
締
役
・
五
十
嵐
暁
美
氏

が
東
京
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
を
配
信
。

受
講
者
7
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ
コ
ン
で

受
講
し
た
。
1
0
1
回
は
2
月
5
日
、「
確

定
申
告
の
基
礎
知
識
」
と
題
し
て
、
講
師

に
税
理
士
の
渡
邉
洋
二
氏
を
迎
え
、
当
所

会
場
開
催
と
同
時
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
実

施
。
会
場
で
9
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
7
人

が
受
講
し
、
確
定
申
告
時
期
を
前
に
、
申

告
や
所
得
税
、
消
費
税
の
計
算
方
法
、
青

色
申
告
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

当所で

配信画像の一部から、
右は四日市港紹介の資料、
左は真家氏

当所で

当所で

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

企
業
活
動
に
役
立
つ
講
演
会

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の

企
業
活
動
に
役
立
つ
講
演
会
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第
1
0
0
回・第
1
0
1
回

　
　  

創
業
カ
フ
ェ

第
1
0
0
回・第
1
0
1
回

　
　  

創
業
カ
フ
ェ

1/15・2/5

四
日
市
港
セ
ミ
ナ
ー

四
日
市
港
セ
ミ
ナ
ー

1/20四日市市新型コロナウイルス対応補助金

　  テナント賃料支援金事業
　新型コロナウイルス感染症の影響で、売上高が減少している中小事業者や個人事業者の賃料等固定費の一部を支援
対象経費　令和3年1月分・2月分・3月分の固定費のうち①賃料（地代含む）②共益費・管理費
支援金額　1店舗あたり対象経費の1／ 2、上限月額10万円、最大30万円（3か月分）
支援対象　①市内で事業を行っている②申請時点で営業実態がある③賃貸人と賃貸借契約を結んで賃料を支払っている④同

感染症の影響で令和2年5月～同3年1月の事業収入が、1か月で前年同月比50％以上減少または、連続3か月の合計
で前年同期比30％以上減少―以上①～④の要件を満たす中小事業者・個人事業者

受　　付　オンラインと郵送（5月31日必着）で5月31日15時まで、受け付けます。
　　  新型コロナウイルス感染症防止対策支援事業
　対面で接客してサービスを提供する業種を対象に、飛沫防止対策を実施するための消耗品費等を支援
対象経費　感染防止対策のうち、接客で使用するマスク、消毒液、飛沫防止パネル、体温計など
支援金額　対象経費の4／ 5で、上限10万円、1事業者あたり2回まで申請可（申請額3万円未満は除く）
支援対象　四日市市内で対面して直接サービスを提供する事業（小売業、飲食業、宿泊業、生活関連サービス業等）を営ん

でいる中小企業、個人事業者
受　　付　郵送で9月30日17時まで到着分を受け付けます。　　
各支援に関する問い合わせは当所 1テナント賃料支援金事務局＝☎059（350）2525へ
　　　　　　　　　　　　　　　 2新型コロナウイルス対策係＝☎059（352）8195へ

三重県新型コロナ危機対応事業継続・緊急支援補助金
対　象　同感染症の影響により令和2年11月から令和3年1月のいずれかの月の売上高が前年同月比で30％以上減少している

小規模企業※三重県内に主たる事務所または、事業所を有すること、要件満たすNPO法人、企業組合、協業組合
も対象とする

補助額　上限50万円、補助率は対象経費の4／ 5以内
注　意　申請期間は2月15日から3月8日まで（当日消印有効）
　　　　申請書提出先・問い合わせは、〒514－0004　津市栄町1丁目891番地　合同ビル5階、公益財団法人三重県産業支援

センター事業継続補助金係＝☎059（253）2760へ（平日9時～ 17時）。

三重県時短要請協力金
　三重県が、桑名・四日市・鈴鹿3市の酒類を提供する飲食店等を対象に、1月18日から2月7日の期間に出した午後9時まで
の時短要請の協力金（1店舗あたり84万円）の申請を受け付けています。
受　付　3月8日まで、郵送のみ（消印有効）で受け付け
　　　　〒514－0006　三重県庁内郵便局留　
　　　　受取人　〒514－8570津市広明町13番地　三重県時短要請協力金事務局宛
　　　　※切手を貼り、裏面に差出人住所、名前を明記し、必ずレターパックまたは、簡易書留等、
　　　　　郵便物追跡ができる方法で郵送してください。
申請書　三重県庁ホームページ（http://www.pref.mie.lg.jp/SHINSAN/HP/p0016400027.htm）から
　　　　ダウンロードできます。

三重県　事業継続　補助金 検索

三重県庁
ホームページ

1
　当所は四日市市の補助を受けて、下記12の支援を実施します。

セ
ミ
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ー
、
会
議
の
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ン
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定
着

1月～2月2021年
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株式
会社
〒510-0027　四日市 市 高 浜 新 町 2 －1 8
TEL（059）332－3322（代）　FAX（059）332－9538

http://www.tanaka-t.co.jp

テント・シート・ 過布・産業用資材

お気軽にご相談ください

認定経営革新等支援機関

FAX059－353－5355
四日市市久保田1－3－41

代表社員・税理士　横 山 達 夫
税理士　東 　 正 子

公認会計士・税理士　久留美輝晃
税理士　横 山 　 剛

公認会計士・税理士　南 条 佳 史

☎059－353－5300㈹
確定申告・会社設立
会社・経営相談
税務・相続・贈与

税務・相続・贈与の相談

税理士法人 サンアイ片山会計税理士法人 サンアイ片山会計税理士法人 サンアイ片山会計

創業嘉永年間  　永年の信用と実績

 【本社】〒510-0836  四日市市松本町北大谷2015  ※北大谷斎場口
   TEL:059-351-1151㈹　FAX:059-351-4224　www.efujiya.co.jp

個人旅行は ＪＴＢ四日市店
☎０５９－３５３－８６１１
営業時間１０：００～１８：００（火曜定休）

団体旅行は ＪＴＢ三重支店
☎０５９－２２８－０２０３
営業時間９：３０～１７：３０（土曜・日曜・祝日定休）

ＪＴＢ三重支店

ＪＴＢ四日市店

ナルカワ

生川建設株式会社
お問い合わせは ℡０５９－３５５－２３１０ まで

本社：〒510-0065　四日市市中浜田町1-10
http://www.narukawa-kk.com
東京・札幌・名古屋・大阪・神戸・福岡

「技術の向上、懇切、迅速、安全」を
モットーに、ご信頼にお応えします。

創業 大正12年 総合建設業

☆付属設備充実
☆無料駐車場完備
※当センターの駐車場はもちろん、
　中央緑地公園の駐車場もお使い頂けます

☆付属設備充実
☆無料駐車場完備
※当センターの駐車場はもちろん、
　中央緑地公園の駐車場もお使い頂けます

四
日
市
市
勤
労
者
・

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

大会議室（90名）
中会議室（30名程度）
小会議室（12名）
スポーツ等に使える
ホールもあります。
ぜひご利用ください。

〒510-0886　四日市市日永東1丁目2-25
TEL059-347-3000　FAX059-345-3286
http：//www．cc-yokkaichi．com/

※料金一例
研修室（24名）
　　　　 900円
大会議室（90名）
　　　 6,000円

企業のあんしん経営を
ワンストップでサポートします！

ミッドランド経営グループ
　株式会社ミッドランド経営　　　　　ミッドランド税理士法人 
　ミッドランド社会保険労務士法人　　ミッドランド行政書士事務所
　古川典明公認会計士事務所　　　　　古川不動産鑑定事務所

TEL 059-353-6767 　 
FAX 059-351-0649

認定経営革新等支援機関
株式会社 ミッドランド経営

ミッドランドビジネスセミナー（Web開催）
～各分野の専門家がバックアップします～ ミッドランド経営

詳細はホームページで！
検索

エネルギーと住まいの

■エネルギー（天然ガス、ＬＰガス、電気）の供給

■産業ガスの製造・販売

■ガス機器・住宅設備機器・リフォームの提案・施工

■インフラ（ガス、電気、上下水道）・空調・防消火

　設備機器の設計・施工

■ＳＳ事業（石油製品販売、自動車整備・販売・車検）

朝日ガスエナジーは、

　 暮らしと産業のベストパートナーを目指します

知って得するビジネスマナー知って得するビジネスマナー

美月あきこ氏

きを変えて、相手に対して丁寧にプレゼントを渡すのが
マナーでした。ですが、これでは品をベタベタと触ってし
まうことになり、感染リスクが高まるためにNGと言わざ
るを得ません。どうしても訪問が必要な場合は、日程に合
わせて、配送でお届けするのがスマートです。お手紙を
添えると、心配りが感じられます。
　病院へのお見舞いや、高齢者施設への差し入れも、こ
れまでは当然のように行われていましたが、現在は病院
や施設は緊急対応が求められており、相手と会うための
事務的なやり取りすらも時間を割くことが難しくなって
きています。まずは、病院や施設の状況を、事前に電話な
どで確認しましょう。明らかに現場が逼迫（ひっぱく）して
いるようでしたら、病気の知人を激励したい、施設に入所
している親族を楽しませたいといった気持ちも、今はグッ
と抑えて、控えるべきです。
　プレゼントは、コミュニケーションの一つです。人と会
うことが難しいご時世にあっては、これまでとは違う形で、
これまで以上にマナーに気を配らなくてはなりません。
新型コロナウイルスに対する意識には個人差があります
が、贈り物をする側としては、最大限の予防対策を講じる
必要があります。自己満足や独り善がりにならないよう
注意をして、先方の状況を把握しておくことも重要です。

　新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからな
い中、人と会う機会が大幅に減少しています。だからこそ、
人と会う際には、その貴重な機会を大切にしたいもので
す。会う際に渡すプレゼント選びも、コロナ禍における新
しい生活様式を意識しながら、これまでとは違った点を
重要視し、気を遣う必要があります。
　例えば、以前はやや簡易的な包装で、エコロジカルな
ものが喜ばれましたが、今は密閉したり厳重に包装した
りして安心感や衛生面に重きを置くべきです。
　個包装されているものは、以前から、職場への差し入
れを選ぶ際のポイントでしたが、それを「ご自由にどうぞ」
といった渡し方をしてしまうと、感染リスクを上げてしま
います。手指をしっかりと消毒する、手袋をするなどした
上で、一人一人に渡す工夫が求められます。このとき、相
手が使うための消毒用ペーパーも渡すと喜ばれます。
　個人的なプレゼントの場合には、相手にお返しの負担
をかけないように、3000円程度のものが良いでしょう。
例えば、話題のスイーツと少し高価なお茶のセットや、希
少なコーヒー豆などが話題性もあってお薦めです。ただ
し、コーヒー豆に関しては、ドリップが必要なため、会社に
対してはNGです。個人宅のみにしてください。
　「コロナ以前」でしたら、先方に出向き、両手で持って向

み づき

コロナ禍のプレゼント

共同相続における権利承継と対抗要件

ビジネス・ワンポイント

　相続財産が不動産ではなく債権、例えば売掛金だった場
合も考え方は同じですから、債務者に対して、Aが相続によ
って債権全部を取得した旨の通知をするか、相続による取
得を債務者に承諾してもらう必要があります。ただ、改正
法では相続の場合には生存中の債権譲渡とは少し異なる
扱いをしています。まず、本来ですと遺言や遺産分割によ
り法定相続分を超える債権を承継した場合には、相続人全
員から債務者に通知をすべきところですが、全員の協力が
得られるとは限りませんので、改正法は、法定相続分を超
えて債権を承継した相続人が単独で、遺言内容や遺産分
割内容を明らかにして債務者に通知をしたときは相続人全
員から通知したものとして対抗力を備えたことにしていま
す。また、改正法施行前の相続についても、遺産分割により
債権が承継された場合には、改正法施行日後に相続人単
独で承継の通知をすれば全員からの通知があったものと
みなすことにしています。
　相続があった場合にはできるだけ速やかに登記等の対
抗要件を備える手続きをして下さい。

　平成31年7月1日施行の改正相続法では、ある相続人が
遺言や遺産分割によって承継した権利に法定相続分を超
える部分がある場合、その相続人は、「超える部分」につい
て登記や登録その他の対抗要件を備えないと第三者に対
抗できないとしています（民法899条の2第1項）。
　例えば、事業主の夫が死亡し、相続人が妻と子二人（事業
承継者AとそうでないB）とし、事業用不動産はAに相続さ
せるとの遺言があったとします。相続が改正法施行前であ
れば、Aが相続登記をする前にBが妻2分の1、AとB各4分
の1の法定相続分による登記をしたうえでBの持分を第三
者甲に売却して持分移転登記がされた場合であっても、A
は、元々Bは無権利なのだからBから持分を買った甲も無権
利だと主張することが出来ました。しかし、改正法施行後の
相続では、相続登記をしていなかったAは先に持分移転登
記をした甲に対しては、無権利だと主張することは出来なく
なりました。このことはBが持分を売却した場合に限らず、B
の債権者が債権者代位により法定相続による登記をしたう
えでBの持分を差押えた場合でも同じように扱われます。

Press／印刷・Internet／インターネット
Original  Design Item／デザイン企画
D i g i t a l  S i g n a g e／ 電 子 看 板
Seal Label Printing／シール・ラベル印刷

etc

創業140余年、印刷を主軸に
時代とともに変化する
情報伝達の手段をいち早くとらえ
お客様のニーズに対応しています

石川司法書士事務所
石川秀策氏

　人財育成トレーナー・ビジネスマ
ナー講師。大学卒業後、日系および
外資系航空会社にて国際線客室
乗務員として17年間勤務。現在は、
人財育成トレーナーとして接遇サー
ビス、対人コミュニケーションについ
ての講演・研修を企業や団体にて
行う。客室乗務員時代に身につけ
たファーストクラス仕様のサービスを
元にした、ユニークな研修が好評を
博す。年間180回以上の研修と講
演をこなす。著書に、『ファーストクラ
スに乗る人のシンプルな習慣』『15
秒で口説く　エレベーターピッチの
達人』などがある。
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四日市本社／〒５１２-１１１１  三重県四日市市山田町800番  TEL（059）340-0800  FAX（059）328-1430
東 京本社／〒１０５-００１３  東京都港区浜松町1丁目6番3号  TEL（03）5470-6800  FAX（03）5470-6804

https://www.taiyokagaku.com

三重県四日市市住吉町15番2号

本 部：四日市市安島二丁目２番３号　☎（059）354-1611（代）

この街と生きていく地域のみなさまと
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ふらっと・ぶらっと・よっかいちふらっと・ぶらっと・よっかいちふらっと・ぶらっと・よっかいち
近鉄湯の山線沿線の会員さん紹介編　　1010

ロープウェイ営業時間は9時～16時、料金は大
人（中学生以上）往復2,450円・片道1,320円、
小人（4歳以上小学生）往1,220円・片660円、障
害者大人往1,300円・片650円、障害者小人往
650円・片330円、1年間乗り放題の年間パスポ
ートは大人15,000円、小人7,500円、ほか団体
料金（15人以上から）あり、山上公園から山頂ま
で観光リフト（4歳以上、往650円・片350円）運
行、駐車場有料

山上の展望レストラン、ナチュールとアルペン
ホールの営業は喫茶9時10分・食事10時から。
レストランでは名物の御在所カレーうどん（950
円）が人気。山小屋の定番料理カレーで、地元を
アピールしようと、柔らかい太麺の伊勢うどんに
三重県産ポークのとろっとろの角煮を乗せた看
板メニューは必食の価値あり。海まで見渡せる
眺望や、間近に迫る鎌ケ岳など鈴鹿の峰々を楽
しみながら味わえます。

■〒510-1233　三重郡菰野町湯の山温泉
　☎059（392）2261
　https://www.gozaisho.co.jp/
■赤いゴンドラで空中散歩
　前日の降雪で樹氷目当てに出かけた早春晴れ
日の朝9時半過ぎ。ロープウェイ湯の山温泉駅（標
高約400㍍）から山上公園駅（標高1,180㍍）まで、
赤いゴンドラに乗って約15分間。木々は樹氷をま
とって、期待通り、白銀の山。スキー板にストック持
参の老若男女はザクザクッと慣れた足取り。そり
遊びの幼児連れも楽しげ。ウィンタースポーツを
体験できる穴場だと再認識です。地面を1,000㍍
移動しても変わり映えしませんが、天に向かって
1,000㍍も上がると空気も光も風も景色も別世
界。雲が流れて顔を出した空はまさにヘブンリー
ブルー。県内きっての観光地は春夏秋冬、見逃せ
ないはず！コロナ禍こそ近場で楽しんでは。

― 湯の山温泉駅から早春の銀世界へと、いざ1212メートル ―
白銀の御在所岳から仰ぐ空はヘブンリーブルー、三寒四温に三重で樹氷が楽しめる唯一のエリアです！

■御在所ロープウエイ株式会社　

四日市の魅力再発見

※新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けた社会的配慮を導入した上で、会員さんを訪問しています。

商工会議所の商工会議所の商工会議所の 生命共済制度生命共済制度生命共済制度
役員および従業員の福利厚生にご活用いただけます。

定期保険（団体型）
＋ 四日市商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金制度）

引受保険会社：アクサ生命保険株式会社

●業務上・業務外を問わず24時間保障
●医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）
●法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。
●個人事業主が従業員のために負担した掛金は、全額必要経費に算入できます。
●1年ごとに収支計算をおこなって剰余金が生じた場合には、配当金
としてお返しいたします。
●商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金等）が付加されています。

入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付
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https：//www.trancy.co.jp/

人と人を結び、都市と都市をつなぎ、
新しい夢と文化を育むトランシィグループ。

快適なバスの旅をお届けします 三岐線

北勢線サービスエリア内で営業中
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◆未成年者の飲酒は法律で禁じられています。
◆妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与える恐れがあります。
◆お酒は適量を楽しみましょう。

★ISO9001・ISO14001認証取得企業
★モンドセレクション（世界酒類コンクール）連続受賞
★IWC2018大吟醸部門・2019純米酒部門

トロフィー受賞蔵

〒510-0104　三重県四日市市楠町南五味塚972番地
電話 059－397－3111　FAX 059－397－3113
ホームページ　https://www.miyanoyuki.co.jp

株式会社  宮﨑本店　本社工場　
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